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女性にとっての「月経」経験
ーライフコースの視点からの考察一
1 .はじめに
加藤朋江
月経という、女性に特有の生理現象がある。医学的な定義によればそれは、
「卵巣から分泌されるステロイドホルモンの消失によって起こる子宮内膜の剥
奪性の出血J[森，1988:1]である.もっと一般的な表現をかりれば「一定の周期
をもって反復する子宮内膜からの出血であり、その周期は24-38日J[後藤，1993
:963]ということになろう。
今、ここで医学上の定義を用いたが、 「生理」という呼称で一般的に語られ
ていることから推測されるとおり川、この現象は「生理的な現象」であると
認知されているということが、ひとまずいえる。すなわち、平均的な周期や経
血の量といったことがらの数値的測定がはかられ、その逸脱や閲伴現象(腹痛，
腰痛等)の有無が「月経異常」として治療の対象とされる、医学や生物学の領
域における「月経」が存在する。
と同時に、この生理現象やその当事者である女性の扱いをめぐる、いくつか
の特殊性が文化的に存在する、ということも認識されている。たとえば文化人
類学、あるいは民俗学は、月経期間中の女性が日常とは違う状況に置かれてい
ることや、その内容や強度が文化や社会集団によって異なることを、 「タブー 」
「ケガレ」等の語によって繰り返し説明してきた。あるいは月経血そのものに
着目し、やはりそれを「シンボル」という言葉によって特殊なものとして認識
してきた (2)。
つまり、月経という現象は、定期的な生殖器からの横溢である、と医学的に
定義される生理現象であると同時に、その現象やそれに関わる女性の身体への
位置づけ・扱い方が社会や文化によって大きく異なる社会現象でもあるという
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ことが知られているといえる。
ところで、医学的な関心や文化人類学的な関心とはちがう、月経に関する新
たな研究が行われるようになったように思われる。それらは、出産研究の一環
として女性の生理現象である経験を記述するこころみであったり、月経におけ
る経血の処置に用いる生理用品を素材とした社会史研究の形式をとっている何}。
後者にかんしては、 「アンネナプキン」に代表される個別の商品の登場とそ
の背景(需要や開発のための技術)そのものに着目し、以前と以後における女
性の日常における身体感覚のちがいを見いだそうとするものがある。このよう
な研究が行われること自体に、 「諮られるものとしての月経」という社会的な
了解の根拠をもとめることが可能であろう。
だが、月経や生理用品に関する研究がようやく行われるようになった現在に
おいても、当事者である女性たちが日常的に月経とどうかかわり、月経をどう
解釈しているのか、等のことは明らかにされていない。
本稿では、ライフコースの視点に依拠して、女性にとって「月経」がどのよ
うにその個人に受容されているのかを主として事例調査の分析によっておこな
う。具体的には、月経をめぐる社会環境(商品化された生理用品などのモノ、
月経を語ることが可能な空間)の変化と、個人の社会的なライフイベント(進
学、就職)及び身体的なライフイベント(妊娠、出産など)の変化との2つの
流れのなかで、当事者にとっての月経の位置づけを明らかにする。資料として
は、聞き取りと記述によって得られたデータを用いる。ここでの目的は、世代
における月経の解釈や体験の相違を検証することにある。
2 調査と分析の方法
使用するデータは、筆者が1992年6月から9月にかけて、 「女性と生理に関す
る調査J (東京女子大学樽川ゼミ)に参加したときのものである。ここでは、
東京女子大学の学部生とともに20代から70代にわたる女性(主に関東在住)に
対して聞き取り調査を行った。また、 1994年7、8月に7ケースの調査を追加し
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て行っている。
内容としては、月経を身体にとってのひとつのライフイベントととらえ、そ
の後の「月経を日常的に体験していく身体」を、就学・就職・結婚などの社会
生活上のライフイベント、および性的な経験、妊娠、出産などといった身体的
なライフイベントのかかわりの中で述べてもらうというものである。おおまか
な項目として「初潮のころのことJ r使用した生理用品J r月経の話題J r月
経観とその変化」の4つを柱とした。
調査時聞は 1件あたり 1時間程度である。なお、聞き取り調査対象者は調査
者にとっての近親者である場合と、まったくの初対面である場合の両方を含ん
でいる。また、聞き取り調査と並行して調査者自身の月経体験についても記述
してもらった。以上のようにして得られたデータは全部で47件である。出生コ
ーホート別のインフオーマントの内訳は以下の通りである。
年齢(94年現在) 出生年 調査対象者数
20代 1 970年代前半-1960年代後半 9人
34-44歳 1 960年代前半ー 1950年代後半 7人
45-49歳 1 950年代前半-1940年代後半 1 0人
50-54歳 1940年代前半-1930年代後半 1 5人
55-59歳 1 930年代前半 3人
60-69歳 1 920年代 1人
70代 1 9 1 0年代 2人
計47人
以下に続く分析では、まず初潮を身体にとってのライフイベントのーっとし
て捉え、その時点における環境について「制度J (初潮教育)、 「モノJ (生
理用品等)、「言葉J (初潮を語る相手)を軸に世代聞の比較を行う。初潮を独
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立した項目として挙げた理由はいくつかある。まず、それが女性にとって非常
によく記憶されたイベントであるということである。実際の調査の中で、イン
フォーマントのほとんどは自分の初瀬年齢と時期を記憶しており、正確な月日
を挙げることが可能な人も多かった。また、初潮時は時期を特定しやすいため
に、世代を超えて比較可能な変数であるということも大きい。
次に、生理用品そのものとの関わりについて分析する。毎月の月経時におい
てその処置ということが必要とされるが、当事者以外には見えにくい月経とい
う現象を可視的なものにしている商品として生理用品があるといえるだろう。
ここでは商品の携行や購入についての行動や意識を中心に分析している。
また、自分自身の月経現象について話題にするか、するとすれば話題可能な
相手がどの範囲に及ぶのか、またどのような文脈で月経が語られるかというこ
とについて比較を行う。
巌後に、対象者にとっての「月経」とはどういうものであるかを聞き、月経
をとりまく状況がどう変化したのか、あるいは月経の位置づけに変化があった
かどうかをみていく。なお、以下に続く分析と併せて、本稿末尾の表を参照さ
れたい。
3 分析
(1)ライフイベントとしての初潮
調査対象者が自分の初潮をどう受けとめたかに関しては、コード化が困難な
ほど多様な意見が述べられている。大まかにいって、負担感や戸惑いを感じた
という者が半数を占め、残りは初潮が無事自分の身体にめぐってきたことに対
する安堵を感じた者、特に何の感慨も無かった者に分かれる。初潮観を決めた
ものとしては「初潮年齢J r受けた初潮教育J r周囲(とりわけ母)の態度」
が個人的な規定要因としてまず挙げられる。
「私はクラスの中でも早い方だったと思う。 20人のなかで4、5番目
だった。(中略)生理になっている子は『ませている』というイメー
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ジがあった。だからあまり友人には言いたくなかった (1971年出生)J
「私にもきたかと思ってほっとした (1934年出生)J 
初潮年齢は、医学的な統計調査にしたがった「平均初潮年齢」という基準で
はなく、本人の所属する集団のなかにおける相対的な早い/遅いという判断で
あることがわかる。初潮年齢が相対的に早いと周囲に相談できる友人がいない
こともあり、その負担感は大きい。一方、周囲に初潮を迎える者が出始めると
自分が始まらないことで焦りを覚える。
初潮の知識については、小学校5、6年生のときに学校で女子のみの初潮教
育を受けたという答えが全体の7割強を占めている。学校での性教育によって
月経の存在を知ったという回答は、ほぽ全ての世代にわたって見られた。
「学校では、女の子だけが集められ、月経のことを説明するための、
10年くらい前に作られたんじゃないかと思われるような古くさいフィ
ルムを見せられ、保健の先生が話をしてくれた。ぞれまでに性に関す
る知識がゼロだった私は、女性に月経というものがあるということ、
そしてそれが子どもを産むための準備だということを知って、たいへ
ん驚いた。(中略)具体的なイメージがわからず、実際に初潮があっ
たときよりも、月経を知った時点の方がショックが大きかった (1971
年出生)J 
学校での初潮教育以外では母親や姉、友人などの身近な向性によって月経の
知識が知らされることが多い。
また、自分自身の初潮に対して、直接接触する周囲の他者がどのように評価
したかということも初潮観やその後の月経観を決める。
「父や母に祝福されればうれしくはあったが、はずかしさや照れとい
ったものはなかったように思う。母も父も『おめでとう』と私に言っ
てくれ、赤飯で祝ってくれて、私の初潮はすんなりとつつましやかに
祝われた(1971年出生)J 
「親に罪悪のように言われる(1945年出生)J 
「母のおかげでいい感じに受けとめる (1927年出生)J 
出生コーホートによる初潮時の状況のちがいを表すものとしては「使用生理
用品」のちがいと、 「自分の初潮を話題にできたか」ということが挙げられる。
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戦後の日本における製品化された生理用ナプキンの発売は1961(昭和36)年で
ある。 1950年代後半出生コーホートでは初潮時に製品化された生理用ナプキン
を用いているのに対し、 40年代後半から50年代前半生まれの者は、脱脂綿処置
からナプキン利用のちょうど過渡期にいる。
「初潮の話題」については、 1950年代以降生まれが例外なく自分の初潮を母
親に報告しているのに対し、 1950年代後半以前に生まれた者では「家庭内や学
校で話す雰囲気ではなかった」と語っていた人が多い。これが、のちに述べる
「過去より現在の方が、社会的に月経がオープンになった」とする評価を裏付
ける一つの根拠となっている。
(2)月経の話題
月経という現象は女性に特有のものであり、またかなり性的な意味あいをも
ち、個人的な領域に属すると考えられているが、この現象について女性たちが
どのような内容のことを、だれに話題にするかといった表現の形式には、はっ
きりと出生コーホートによる差が見られた。即ち、 1940年代後半以降に生まれ
た女性たちが、 「家庭内や親しい人と『オープン』に話をする」、と答えるの
に対し、 40年代半ば以前に出生した女性ではその劃合がかなり下がる。そして
「話す必要がないJ r話をするべきではないという雰囲気」により話題は避け
られる。
また、 「話題にする」者でも「価値観の変容J r医師にきかれたJ r子ども
にきかれた」等、何らかの条件をつけ加える傾向がある。さらに調査時に50代
の女性については、初潮時から現在にいたるまで、母親や姉妹にも自分の月経
の話をしたことがないと答え、 60代ではかなり意識的に月経の話題を避けてき
ている。これらは、月経の話題にたいするタブー性が強いコーホートグループ
と弱いコーホートグループがあることを示している。
(3)使用した生理用品
使用生理用品は、 1970年代以降に初潮を迎えた者では現在市販されている生
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理用ナプキンを利用している。商品化された生理用品が一般に普及、品質の向
上が図られるのが1960年代にあたるので、 1960年代後半くらいまでは脱脂綿で
初潮の手当をした者が含まれる。また、 1960年代前半以前の生理用品に関して
注目されるのは黒色の生理帯の使用である。これは広い年代に渡って記憶され
ている。上野千鶴子はこの黒色の生理帯にふれて「黒というのは喪章にも使わ
れるように、織れのイメージ」があり「物忌みを意味する不吉な色」としての、
心理的な効果が大きかったと述べているが[上野，1989:52]、実際に生理平野や下
着の色に対する言及が1940年代以前に出生した者に多く見られた。
ジョージ(George，A.)とマーコツト (Murcott，A.)は、英国の女性たちが毎月
必要な生理用品をいかに人に見られないように苦心して購入しているかという
ことを‘MonthlyStrategies'という表現で示している[George& Murcott， 
1992:146・162]。日本においても小野清美が言うように、生理用品はある種の
「無言の買い方と、無言の売られかたをしているJ[小野，1989:116]商品であ
り、包装や庖員の性別を気にする人もいる。生理用品の購入にともなう気遣い
については、世代の差よりも個人の加齢が、その行動を規定している。 r初潮
時や学生時代は恥ずかしかったが現在は購入や携行にそれほど気を遭わない」
ということが全ての世代を通じて言われている。これには、 「個人の加齢」と
いう要素と同時に、スーパーマーケットやコンビニエンスストアによる入手経
路の鉱大も大きく関わっている。
「今のようにナプキンが目に付くところで山積みになっていたり、 C
Mをしたりは、普は考えられなかった(1945年前後出生)J 
「昭和40年代からスーパーで購入。今みたいにオープンでなかった
(1938年出生)J 
生理用品が他の衛生用品と同じように売られることによる、商品の匿名化の
影響も大きいといえるだろう。
「中学校からずっと女子校だったんですね。だからわりとオープンだ
った。変な話なんだけど、タンポンとかナプキンとか部屋のはしから
はしまで投げて。そういう世界だった(1960年出生)J 
学校や織場における生理用品の携行に関しては、 1960年代以降生まれの者が、
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女子校における生理用品を隠さない空間について語っているのにたいし、それ
以前の出生者では女子校でも、 「ハンカチに包むJ r貸し借りをしなかった」
という生理用品を隠すという答えになる。
(4)月経をめぐる状況の変化
月経観は、 「身体の一機能J r健康のバロメーター」というように生理的な
機能として捉えられる場合と、 「女性の特権J r子どもが産める」と女性性に
結びつけられる場合、 「煩わしいJ r女として損」という否定的な意見に分け
られる。否定的意見は、 1970年代出生者、 1950年代出生者に 1名ずつしか見ら
れなかったのに対し、 1940年代前半以前の出生者では半数以上が挙げている。
若い世代では「生理が重いJ r生理痛がきつい」など、月経随伴現象による意
見であるのに対し、 1940年代以前の出生者では、月経血処置の煩雑さや、月経
という現象それ自体に対する否定感が強く表されている。
また、月経観と同時に、現在における当事者の月経観や月経をめぐる社会的
な状況に変化があったかどうかをきいてみた。聞き取り調査を実際に行ってみ
て、あるいは記述された女子学生の月経体験記を一読して気づくことが、月経
に関して「オープンになった」という評価がかなり広い範囲にわたって存在す
るということである。これは、どのコーホート集団にも共通して見られた。た
だし、その中身における比較軸、評価の対象、原因がちがう。
a.比較軸
現在の自分と、何を比較した場合に「オープン」であると言えるのか。これ
は大きく次の3つに分かれる。
①自分と過去の自分。 r若いより現在の自分のほうがオープン」という言い
方がほとんど全ての年代層にわたってみられた。
「年をとるにつれて心身ともに負担が軽くなった(1971年出生)J 
のように、 70年代生まれの者ですら中学・高校時代における自分と現在の自分
を比較し、過去一現在という軸を用いている。このような個人的な加齢という
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要因によってオープンさが表出したとする説明とともに、 「社会的な要因」を
挙げる者も多い。
「周囲のとらえ方も汚いとか不潔とかいうものではなくなった (1947
年出生)J 
つまり、過去よりも現在の方が社会が月経をオープンにしている、という判断
である。
②自分と自分の娘(娘世代の女性)。すでに初潮を迎えた娘がいる、 1950年
代以前に出生した世代では、娘と、娘のころの自分との比較が行われる。
「小4の長女が学校で生理教育を受け、ナプキンをもらって喜んで帰
ってきた。自分たちと遣うと思い、人生がふくらんだ(1953年出生)J 
「銀たちの態度。自分らにはないオープンさがある(1938年出生)J 
③母親世代になった自分と、同じ年代だったころの自分の母親。
「昔は大人が恥ずかしがって生理のことを教えてくれなかった(1936年出生)J 
自分が少女時代に母親が見せていた態度と、現在同じ年齢になった自分を比較
した場合、 「オープン」であるという評価がある。これは、加齢が必ずしも月
経の「オープンさ」を招くものではないことを示す。むしろ、加齢ということ
が月経をオープンにするという認識が生じた、というほうが正しいだろう。
b.評価の対象
何に対して「オープン」という評価を与えるのか。大きく次の3点にわける
ことができる。
①月経の話題。自分自身の月経や一般的な月経の知識を話題にできるように
なること。あるいは、話題にする対象が家族、内輪の人聞から、より広い範囲、
あるいは男性へと培幅すること。
「中学時代から友人があけすけに話していたので楽になる(1971年出生)J
「大学に入ってからボーイフレンドが理解をしめしてくれたこと(1970
年出生)J 
「家庭の中で話題にできること(1946年出生)J
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②生理用品購入・携行における気遣いの負担が減ること。
「私が買いに行っていた薬局は庖員がおばさんだったから平気という
わけでもないけど、男のお客さんいたらやはり買えないで、いなくな
ったからさっと買ってた。今は、オープンだけどね (1954年出生)J 
③日常的に「月経」という話題に触れる頻度が増加すること。テレビにおけ
る生理用品コマーシャルや、スーパー・コンビニエンスストアにおける生理用
品の配置場所等の広がりがこれにあたる。
「生理用品をきっかけに話がしやすくなった(1951年出生)J 
C.原因
オープンになったとする評価の原因については、個人的な理由と社会的な理
由の2つの説明があった。
個人的な理由としては、①加齢、月経の日常化、②社会的経験(進学、就
職、上京や海外経験など価値観の変化)、③身体的経験(性的経験、妊娠、出
産、閉経、病気)が挙げられる。また、社会的な理由としては、④性や身体に
関することがらの表現の変容、⑤生理用品の出現、商品化による処置の負担の
軽減という回答があった。
世代による相違という点でみると、 1970年代出生コーホートが自らの月経観
を「オープン」であると評価する場合、ほとんどが①②に理由づけられる。
1960年代に初潮を迎えた人たちは、脱脂綿と生理用品の2種類の月経処置を
経験している。対象となる1940年出生者には、アンネナプキンに代表される生
理用品が販売されたときのことを言及するものが多く、⑤を変化の理由として
挙げている。また、 「月経の話題がオープンになった」ということを自分の娘
との比較の上で実感することから、若い般を持つ年代である。 1950年代前半-
1930年代後半の出生者に④を挙げる者が多い。
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4.おわりに
分析を終えてみて、世代聞の比較においてまとめられることを記述しておく。
まず、初潮時においては、月経処置の方式そのものに世代による体験のちが
いが現れるということ。 1950年前半以前の出生者は脱脂綿による月経血処置を
体験しており、非常に煩雑な月経との関わり方をしていた。その後、 1961(昭
和36)年に発売されたアンネナプキンを皮切りに、その後次々と国産の生理用
品が普及しはじめ、 1970年代には全国どこでもこの製品が普及した。このころ
に初潮を迎えた者たちくらいから、初潮の受容の状況が微妙に変化する.まず、
それは必ず母親に話されるべきイベントとして受けとめられる。家庭内や毅密
な向性との空間においては、自分の月経が以前より公にされている。そうした
自分の月経を隠さない娘たちの態度によって、母親たちが再教育されるという
構図が見える。
また、社会の中に性や身体に関して語りやすい空気が生まれたとする評価が
1950年代前半-1930年代後半出生者に顕著である。これは、前述の娘世代から
の影響、商品化された生理用品による月経の顕在化など、様々な理由が言える
だろう。
月経という現象自体にかんする評価も、 1950年代以前の出生者では月経随伴
現象を理由とする不快感を示すのに対し、 1940年代以前の出生者では、月経と
いう現象それ自体に対するネガティブなイメージがうかがえる。
こうした、月経という現象に対する当事者側の評価の変遷、月経を語る空間
の変容ということに関しては、生理用品の商品化や消費という歴史的事実と同
時にそのことによって引き起こされた、性や身体を語る空間の変容といったこ
とも月経の研究に関する今後の重要な課題となるだろう。
いずれにせよ、本稿ではおおまかな世代による差を確認するにとどめ、月経
を語る空間のより構造的な背景については稿を改めて検討したい。
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事例 調 査 結 果
No |年齢 出生年 属住 使用生理用品 翻・.そoma)楓
21 1971 (846) |字笠 ナ7.キンのみ [あったまり何とも恩わなか
21 1971 (846) 学生 ナ7'キンのみ 特に不安もなく感動も
なし
2 1970 (845) 学生 ナプキン，1ンポン なんとなく，ロにする
と恥かしい
21 1971 (846) 学生 ナ7'キン 母にはなんとなく百い
づらかった
21 1971 (846) 学生 ナ7・キン クラスの女子20人のうち4
，5番目.あまり友人に
は言いたくない
21 1971 (846) 学生 ナプキン 初潮が早かったので友
人には切出せなかった
周りの子が半分位ぞう
なってから告げた
21 1971 (846) 学生 ナ7'キン 両親に祝福され鏑しか
った
8 23 1969 (84) 学生 ナアキン，1ンポン ほっとした
27 1965 (840) 保母，結婚後は専業主 ナ7・キンのみ
婦
10 34 1960 (835) 事務耽結婚後は専業 ナ7・キン，学生時代はタ刈・ 標準的にきたな.とに
主婦 ン かく男の人に知られた
くない
1 36 1958 (83) 教員，結婚衛星臓，現在 ナ7・キンのみ 驚かなかった.その時
はアルバイト 代としては早い方
12 38 1954 (829) 保母 ナプキンのみ ぞっと.し清た潔/安に心感.~中
間入り するよ
うに母に言われる
13 40 1954 (829) 事務臓 .初の1，2回は脱脂綿 恥かしい.オー プンに話が
できなかった.お視は
拒否
14 39 1953 (828) 公務員 ナ7・キン，体操部なのでわ 友達の半分は初潮を迎
ポン えていた
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月経観 月経にまつわる状況の変化 No 
女て性自分だはけが女体で験あでるきと確る特認権させ.出ら産れとる関.連出産し |れ婦以外で上は京辛中くなに生く輔，友人ににみもま話わせれるたしが，，年ぞを
と較べると日常化，当然化 取るにつれて心身共に負担が軽くなった.
住んでいる環境の影響.明るく話せる友人
の性格，社会的にも生理がn・ー 視されなく
なったため
健康の1¥'ロメサー の役割を果たしているとい 高た校友人に入のるとげティ7・なイメー グから解放され
う，*，yテイ7・な捉え方.女性であることを自 ~響+保健体育の授業+自分自身
分にみせつけてくれるもの の周期の安定
特に意自民しない.文字どおり一つの生理現 大学に入ってから交際しているBFが理解 3 
象 を示してくれたこと
女として当然の事 高校の保健の授業で生理を性交と結び付け 4 
られることを知り泊，IJ.生理=いやらしいも
のと認誠.だが年を重ねるうちに自然と当
然なことと変化
生理がなければどんなにいいだろう.生理 生理が重くなったこと 5 
があることにより生活が4分の3になり，女
として損
女性全員に共通してあるもの 初潮が早かったので最初は暗かったが，中 6 
学時代から友人があけすけに話していたの
で楽になる
7 
本・γティ7'なイメー γ.ほとんど全ての女性が経 人暮しで自己管理を始めたこと，ヨー ずで 8 
験している当然の現象 月経痛から解飲されたこと
結婚する前安もした後も，妊娠も含めた体の 学校，職場と女性ばかりの環境なので，ずつ 9 
具合の目 と月経に対して明るいイメー γ
子どもがもう一人欲しいので閉経を計算に 10 
入れないと，と考えている
体の一機能 生理痛のひどい友人を見て，生理休暇の意 11 
味つであるなあと思った
12 
閉経を意識え方しだした.生理があるうちが女， 友人や家族への生理の話題ノ生理用品の購 13 
という考 に反発 入がオー 7・y
毎月きちんとあることが健康の証だと，閉 小4の長女が学校で生理教育を受け，ナアキン 14 
経期女性の話をきいて思う をもらって嬉んで帰ってきた.自分たちと
違うと思い，人生が膨らんだ.いい事だと思
つ
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No 年齢 出生年 属性 使用生理用品 棚・，そのt~例制E
15 41 1951 (S26) h・山 -.. 町 d 7ン平ナ7キン，下着は黒 恥かしかった
16 41 1951 (S26) 結婚後，家業手伝い ナプキン，生理帯 おとなしくなった
17 43 1949 (S24) イイント会社設立 最初は脱脂綿， 1，2年後 友達にオー アンに話した
にナ7・キン 記憶なし
18 45 1947 (S2) 公務員 カヲト綿，脱脂綿 秘め事のように級う
19 45 1947 (S2) 主婦 脱脂綿，す々 に7ンネが発 隠しておきたいけど菖
売 つでもみたい
20 48 1946 (S21) 結婚後，非常勤鷺師 脱脂綿， 15歳から7ンネナ7ショヲクではなかった
.キン
21 48 1946 (S21) 化粧品セールス カヲト綿，テイヲシュ，生理帯 戸惑う.今みたいに話
題にできなかった
2 40後 1945 (S20) ハ・ートタイマ目 脱脂締，黒のショサ 夏に脱脂線を当てるな
前後 んて気持ち惑い
23 40後 1945 (S20) 主婦 脱脂締，高校からげキン 女子校だったが話す雰
前後 囲気ではなかった
24 47 1945 (820) 出版社勤務 新聞紙，カヲト綿，ちり紙 なんの感滋もない
25 47 1945 (S20) 電話交換手，結婚後家 脱脂綿，す寸にナ7・キン ひたすら隠していた
業手伝い
26 47 1945 (S20) 落とし紙，脱脂綿，黒い 知識が無い時にきて驚
生理1¥・ンド，S38からナ7・いた.親に罪惑のよう
キン に言われる
27 48 194 (SI9) 結婚前は事務臓 脱脂綿，T字帯，S36か びっくりした
らナアキン
28 49 1943 (818) 教師，結婚後専業主婦 脱脂線，黒いショー ヲ，す々 母に相談しなかった
にナ7・キン
29 49 1943 (818) 会社員 カヲト締，す寸にナ7・キン 母は話題にすることを
下品に思っていた
30 50 1942 (817) 専業主婦 脱脂綿，黒いプムの生理 ただびっくりした
手野
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( 2 ) 
月経観 月経にまつわる状況の変化 No 
I~-.品d同 る時は女性で損だと恩つ 小幸せ5のだ娘なはと今思かうら/初だ潮が，をオ楽ー7・しンみににしている. 15 なったとい
う気持ちと生徒への指導が矛盾
女の子としてあたりまえ.そんなに変にも 娘たちのような，今の子は恥かしがらない 16 
考えないし大きく取上げることもない
女性を汚いとする考えはすごくイヤ 友人の娘は可愛いショサを前に，初潮を楽し 17 
みにしている.生理用品をきっかけに話が
しやすい
生理は健康のハ・ロメー ター .今になってあった方 育った家では月経の話題は秘め事.今の子 18 
がよくないと淋しい のオー アンさにはびっくりする
生理がなかったら性殖の意味も男女がいる 周囲のとらえ方も汚いとか不潔というもの 19 
憲味もない ではなくなった/アゅにも入れるようにな
ったが衛生菌で心配
検の診での，特た別めのの事指で標は.生理で苦しんでいない 7ンネの出現，異文化生活によって大変化き/い出.産娘 20 
ない によって規則的になったことも
たちを見て受けとめかたのちがいを感じる
この年代になると，あると煩わしいけどな 家庭の中で話題にできること.出産や子へ 21 
いと不愉快になってくる の教育でオー 7・刈こなった.年代的に，世聞が
生理をオー 7・ンにしたころと同じ/年飾的に病
気がらみで相談しやすくなった
煩わしい.喜びなど感じない イメ-1が全体的にオー アンになり，女性の負担 2 
も軽い.ナ7・キンの性能向上，ケヵ・レ観の消失に
よる
隠すべきものから聞，女か性れとたしもてののへ恥/自じ分自 23 
身も抵抗がないか らい
をなくしてはいけない
生理のこと自体が不快 24 
若い頃は隠したが，隠すべきものでなく女 性教育の内容/生理用品の購入 25 
性として当然の事
こんなのなんともないて/もー 番巌初の知識が イールに隠されているものはある程度聞いた 26 
間違ってるのってと 怖い 方がいいという考えに変化
体の状態のハ・ロメサー 若い時は面倒.生理を経験したことで男女 27 
の違たい/を学意校識の.負担に思う.結婚して意識が
変っ 性教育の内容
明るいイメー γはほとんどない.煩わしさが先 期間中の行動範囲の広がり(スポ，昔サのな方どが)!女生 28 
に立つ 理は病気じゃないという風潮
性は保護されていたのではないか
煩わしい.会社に勤めていると女性として 特に自分の意誠で変ったところはない 29 
のハンディと感じる
あくまでも個人的な生理現象 生理用品の変遷について記憶にないの/変娘化たが 30 
ちの態度を見ると社会のとらえ方
大きいと思う
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No l年齢 ~奪 肩在 使用生理用品 観・，そのtき鍬量
131 50位 1942 (SI7) ヘ" t・-~，~回 脱脂綿 l知な績かがっあたったので慌て
位
32 50位 1942 (SI7) 主婦 脱脂綿，黒の生理平野 自分が迎えてから友人
位 がそうであることを知
った
3 50前 1930 (SI0) 研究臓 脱脂綿，60年代よりアンネ 時代が時代なのでお祝
後半 どころではない
34 50 1942(SI7) 脱脂綿，プム貼りのショー ヲ ひっそり隠すような感
じ
35 50 1942 (S 17) 結婚前に会社勤務 れト締，中2のとき白十 女子校だったけど，今
字社製ナ7・キン みたいにオー 7・Yには話
さなかった
36 52 194同S15) 脱脂締， ~，ト締，テイヲシユ， 病気になったと思った
黒いショ-"J
37 5 1939 (SI4) 結婚前は教師 脱脂締，手製のT字帯 びっくりした.母は祝
う余裕がなかった
38 56 1938 (SI3) 結婚前は学校事務 脱脂綿，ちり紙，アンネ以 シヨヲ9もあったけど，こ
前に製品を使った んなもんかな
39 54 193副srnハ・ート9イマー 脱脂線 家で話題にするなんて
もつてのほか.学校で
もみんな秘してた
40 56 1936(SI1) 布団の布，ちり紙 あまり大っぴらに話す
時代ではなかった.お
祝なし
41 56 1936 (SI1) 専業主婦 脱脂綿，黒の生理帯 母からも学校からも教
えてもらえず驚いた
42 58 1934 (S 9) 主婦 カヲト締，ちり紙 私にもきたか.当時は
みんな貧しかったので
お視はなし
43 59 193 (S 8) ，'-ト9イマー 脱脂錦，T字"・ンド，ち 驚かなかった.女性と
り紙 して当然.戦時中なの
でお祝なし
4160位 1932 (S 7) 福祉関係 脱脂綿，布団線，黒いショ 母親にも言わなかった
位 -"J 
45 6511927 (S 2) 醐旨綿，ちり紙 知自民がなく驚く.母の
おかげでその後はいい
感じに受け止める
46 71 1915-(T4} 脱脂綿，木綿の黒い1¥・ン 覚えていない
ヲT字宇野， ~'-t' 
47 7811914(T 3) 1&ヨEコ=画書 脱脂締， t'-t・ はやくもおそくもない
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( 3 ) 
月経観 月経にまつわる状況の変化 No 
なきゃ楽だろうな，としか思わない |生て理かのら恥話題ずかをすしること 30っをた過ぎ，出産をし 31 
くなくな
なければ楽だが骨粗しよう症になるときい 自分の憲論の変化.結婚，出産による.生理 32 
ているので恐い がからだに馴染んだからかもしれない
3 
ただただうっとおしい.周期が不安定で旅 生理に対する考えはずっと変らない 34 
行にぶつかることも多く嫌.女に生まれて
損.娘が初潮のとき可哀想に思った
特に何とも恩わない.女である以上仕方が CMのやりすぎはよくない 35 
ない
生理がちゃんとあり子どもが産めるすばら 自分自身の生理観.若い頃は考えられなか 36 
しさを感じるようになった った
どうして神様は女性にだけこんな煩わしい 話題にできること.周囲の影響，妊娠.出産 37 
ことを，と思う の経験/自分自身の月経観の変化.閉経して
，煩わしくなくていいと思う一方，女性の条 .
件が抜ける気がした
閉経しているのでメンスのあるころが一番女 娘たちの態度.自分らにはないオープンさがあ 38 
らしいかなという気がする る
老廃物が出て行く，きれいになる 情報の選択肢の広がり.学校教育，友人など 39 
Jに月よ経っφて話親題にがきでくき必る要こがとなくなったのでは
40 
期間が長いからいやだという意識が強い. 学校における生理教育.昔はおとなが恥ず 41 
生理が出産と結びつかず，煩わしく思えた かしがって教えてくれなかった
煩わしさや制約もあるが健康の証 ケガレ観がなくなったこと.昔はあった.む 4~ 
しろ女性は神聖視されてもいい
女性の特権.生理のある女性は女としての 生理休暇があるゆえの制約があるのでは? 43 
性を謡歌している
閉経により，煩わしさから解放さばさばし 4 
た.女性がこれで終わったという感じはな
L、
自分が女であることを自覚できるもの/わ 友人同志で話題にできること 45 
ずらわしい点では損
46 
l生し理いはあると煩わしいけれどなくなると淋 47 
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<~主>
(1)月経という穏よりも生理という呼称、のほうが一般的であるとの判断により、本稿で
用いる調査においては「生理」の語を用いている.日本における月経の呼称、につい
ては、[Ki惚唱dge.1987=1990:19-21]に関連の記述がある.
(2)文化人類学や民俗学の領域では、波平恵美子の業績に代表されるケガレとしての月
経研究[波平.1985.1983→1992]や、瀕川清子による月経時における習俗等の研究の
蓄積がある[瀬111.1980]. rシンボル」としての月経については、[Douglas.1969= 
1985]を多照.
(3)たとえば、[天野・桜井.1992:63-82]、[蒲田他.1990:3-11][11村.1994:108-177]、
[小野.1989.1993]、[水牛くらぷ編.1990:178-184]、[上野.1989]など。
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